
Ⅰ　はじめに
中学校学習指導要領（文部科学省 2018）の改訂に伴い，

学習内容の見直し，他学年への移行など，学習内容の改
善が図られた。平成 20 年度改訂の中学校学習指導要領

（文部科学省 2008）では「生物の観察」の目標は「校庭
や学校周辺の生物の観察を行い，いろいろな生物が様々
な場所で生活していることを見いだすとともに，観察器
具の操作，観察記録の仕方などの技能を身に付け，生物
の調べ方の基礎を習得すること」とある。換言すれば，
いろいろな環境に生息する「身近な生物」や「水中の小
さな生物」を観察しながら，顕微鏡やルーペの使い方・
スケッチの仕方など，観察の基本的技能と調べ方の基礎
を習得することがこの単元の目標と考えられている（名
倉ら 2019）。それに対し，平成 29 年度改訂（現行）の
中学校学習指導要領では「生物の観察と分類」となり，

「校庭や学校周辺の生物の観察を行い，いろいろな生物
が様々な場所で生活していることを見いだして理解す
るとともに，観察器具の操作，観察記録の仕方などの技
能を身に付けること」に加えて，「いろいろな生物を比
較して見いだした共通点や相違点を基にして分類でき
ることを理解するとともに，分類の仕方の基礎を身に付
けること」とある。また中学校学習指導要領（平成 29

年告示）解説理科編においても「観察した生物などを
比較して見いだした様々な共通点や相違点を基にして，
生物が分類できることを理解させるとともに，分類の仕
方の基礎的な技能を身に付けさせることが主なねらい
である。なお，身近な生物を観察することにより，生物
に対する興味・関心を高めるようにすることが大切であ
る」とある。このことから，従来の観察の基本的技能と
調べ方の基礎の習得だけでなく，分類の仕方の基礎的な
技能の習得と生物に対する興味関心を高めることが求
められていると言える。中学校第１学年理科教科書『未
来へひろがるサイエンス１』の「生命」領域のはじめの
小単元は「自然の中にあふれる生命」で，「生物のなか
ま分け」という実習がある（大矢ら 2021）。そこでは付
箋に動物名を書いて分類活動をする例が紹介されてい
るが，動物名の文字だけでは観点や基準などを考える際
の情報を共有しづらい。また，文字からイメージする動
物は，生徒それぞれで異なっている場合もある。そこで，
本研究では動物の写真と情報付きのカードを用いて動
物を共通認識した上で，各自で分類活動を行えるように
工夫した。自分の考えをもとに生物同士を比較し，共通
点や相違点を見出すとともに自分で考えた観点や基準
に基づいて分類し，言葉で説明することで考えを整理す
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る。またそれを他者と共有することで，主体的，対話的
活動を通して，楽しく取り組むこと，分類の考え方を理
解することを目指し，教材開発と授業実践を行った。

Ⅱ　材料と方法
A　教材

カードは百円均一ショップ（ダイソー）で購入した以
下の写真入り動物カードを使用した（図１）。

・大創出版　ものしりカード どうぶつ　28 枚
・大創出版　ものしりカード うみのいきもの　28 枚
「ものしりカード どうぶつ」は哺乳類・鳥類・爬虫

類を含む 28 種類の動物で構成されており，表に動物の
写真，裏にその動物の情報が記載されている（図２上
段）。「ものしりカード うみのいきもの」は魚類・哺乳類・
節足動物・軟体動物・その他を含む 28 種類の動物で構
成されており，同様に表に動物の写真，裏にその動物の
情報が記載されている（図２下段）。カードの紛失や他
セットと混ざることを防ぐため，カードの裏面右下に記

号と番号を記したシールを貼った（図２）。それぞれ 28
枚のカードを 7 枚ずつに分け，どうぶつカード 7 枚と
うみのいきものカード 7 枚の計 14 枚を１セットとした。
４種類のセット①～④を１班（４人）に１セットずつ配
布した（表１）。これらを以降，動物カードと呼ぶ。

B　実習方法及び授業実践
（１）生徒の実習方法

①  動物カード 14 枚を，共通点・相違点をもとに個人
でなかま分けを行う。

②  自分の行ったなかま分けについてペアで説明しあ
う。

③  班員同士で発表しあい，意見交換をしたうえで，
班で一つ代表を決め，学級全体で発表し共有する。

（２）授業実践
2022 年 4 月 25 日に第１学年 1 組 30 名，2 組 34 名，

3 組 35 名計 99 名を対象に授業実践を行った。指導計画
は以下の通りである。

指導計画
　自然の中にあふれる生命（全５時間）
　１次　身のまわりの生物観察
　　１時　校内の植物観察
　　２時　花粉などの顕微鏡観察
　　３時　水中の微生物の顕微鏡観察
　２次　生物のなかま分けのしかた
　　１時　生物のなかま分け（本時）
　　２時　まとめ

『未来へ広がるサイエンス１』（大矢ら 2021）では，
探 Q 実習１「生物のなかまわけ」の例として，付箋に
生物名を書き出しなかま分けをする方法が紹介されて
いる。今回は，その代替案として開発した教材を用いて
授業実践を行った。

図１

図 １　使用した動物カード
　　　　　　　　上段：どうぶつカード
　　　　　　　　下段：うみのいきものカード

図２

図 ２　カードの表裏
　　　　　　　　上段：どうぶつカード
　　　　　　　　下段：うみのいきものカード

表 １　配布したカードの種類
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Ⅲ　結果および考察
A　動物カードを用いた分類実習の教材開発について

「生物のなかま分け」は平成 29 年度の学習指導要領
改訂に伴い新たに第１学年に追加された項目である（文
部科学省 2018）。啓林館『未来へひろがるサイエンス１』

（大矢ら 2021）では本改訂により，従来の実験・観察に
加えて探 Q（探究活動）が新たに追加された。「生物の
なかま分け」は中学校第１学年の教科書で初めて出てく
る探究活動である。自分なりの仮説をたてなかま分けの
観点を考えるためには，ある程度の情報が必要となる。
動物カードの裏側に動物の基本的な情報が記載されて
いることで，これまであまり知ることのなかった動物に
ついても分類活動を行いやすくなる。また，文字だけで
なく写真があることでイメージしやすく，形態での分類
についても情報共有しやすくなる。実習中，生徒は随時
それらを確認しながら分類活動を行う様子が見られた

（図 3）。３回の授業実践から，動物カードは生徒が自分
自身の考えを整理し，他者に自分の考えを伝える際の
ツールとなり得ると考えられた。

B　授業実践について
（１）事前アンケート

生徒の理科に関する意識調査として，2021 年４月に
事前アンケートを行った（資料１）。アンケート用紙を
配り記入式で行った。質問内容は小学校での「理科」の
学習について，「理科」の楽しさについて，「理科」に関

する価値についてで，４件法と自由記述で，第１学年３
クラス 99 名から回答を得た。

小学校で理科は好きでしたか？の問いに対して「とて
も好き」と答えた生徒が 33％，「好き」と答えた生徒が
52％，「あまり好きでない」と答えた生徒が 13％，「嫌い」
と答えた生徒が２％であった（図４）。

９教科の中で好きな教科の順位１位から３位を問う
質問では，１位に「体育」と答えた生徒が 30％，「図工」
と答えた生徒が 19％，「算数」と答えた生徒が 15％，「理
科」と答えた生徒は 10％で，理科が一番好きな教科で
あるという生徒は少数であった（図５）。しかし好きな
教科１位から３位のどれかに「理科」と答えた生徒は合
わせて 52％となり（図６），図４と合わせても，対象生
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図５ ９教科の中で好きな教科の順位１位は何ですか 

 
 

 
図６ 好きな教科１～３位に理科を答えた生徒の割合 

 

 

 

図４ 小学校で理科は好きでしたか 

 

 

図６ 好きな教科１～３位に理科を答えた生徒の割合 
 

図 ３　生徒の実習の様子

図 4　小学校で理科は好きでしたか

 
図５ ９教科の中で好きな教科の順位１位は何ですか 

 
図 ５　9 教科の中で好きな教科の順位 １ 位は何ですか

図 6　好きな教科 １ ～ ３ 位に理科を答えた生徒の割合
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徒は理科にある程度興味関心が高いと考えられる。
生物は好きですか？の問いに対して，「とても好き」

が 36％，「好き」が 42％，「あまり好きではない」が
20％，「嫌い」が２％であった（図７）。

中学校で理科を学ぶことが楽しみですか？の問に対
して「とても楽しみ」と答えた生徒が 31％，「楽しみ」
と答えた生徒が 63％，「あまり楽しみでない」，「全く楽
しみでない」と答えた生徒がそれぞれ３％であった（図
８）。「とても楽しみ」，「楽しみ」と答えた生徒は合わせ
て 94％となり，中学校での理科の学習への期待が高い
ことがわかった。

これまでに理科を勉強したことはあなたの生活に役
立ちましたか？の問に，「とても役立った」と答えた生
徒が 17％，「役立った」と答えた生徒が 55％，「あまり
役立ってない」と答えた生徒が 24％，「全く役立ってな
い」と答えた生徒が４％であった（図９）。

理科は自分の身の周りのことを理解するのに役立つ
ものだと思いますか？の問に対して，「とても役立つ」
と答えた生徒が 30％，「役立つ」と答えた生徒が 63％，「あ
まり役立たない」と答えた生徒が６％，「全く役立たな
い」と答えた生徒が１％であった（図 10）。実生活にお
いても７割の生徒が役立っていることを実感しており，
実体験はなくても役立つものであると感じている生徒
の２割を含め，９割以上の生徒が役立つものだと認識し
ていることがわかった。

次に理科の好き嫌いによって各問への回答に差がで
るかどうかを比較した（図 11 ～ 14）。

理科が「とても好き」，「好き」と答えた生徒の多くが，
生きものも「とても好き」，「好き」（図 11），また中学
校で理科を学ぶことが「とても楽しみ」，「楽しみ」と
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中学校で理科を学ぶことが楽しみですか？の問に対し

て「とても楽しみ」と答えた生徒が 31％，「楽しみ」と

答えた生徒が 63％，「あまり楽しみでない」，「全く楽し

みでない」と答えた生徒がそれぞれ３％であった（図８）。

「とても楽しみ」，「楽しみ」と答えた生徒は合わせて

94％となり，中学校での理科の学習への期待が高いこと

がわかった。 
これまでに理科を勉強したことはあなたの生活に役立

ちましたか？の問に，「とても役立った」と答えた生徒が

17％，「役立った」と答えた生徒が 55％，「あまり役立っ

てない」と答えた生徒が 24％，「全く役立ってない」と

答えた生徒が４％であった（図９）。 
理科は自分の身の周りのことを理解するのに役立つも

のだと思いますか？の問に対して，「とても役立つ」と答

えた生徒が 30％，「役立つ」と答えた生徒が 63％，「あ

まり役立たない」と答えた生徒が６％，「全く役立たない」

と答えた生徒が１％であった（図 10）。実生活において

も７割の生徒が役立っていることを実感しており，実体

験はなくても役立つものであると感じている生徒の２割

を含め，９割以上の生徒が役立つものだと認識している

ことがわかった。 
 次に理科の好き嫌いによって各問への回答に差がでる

かどうかを比較した（図 11～14）。 
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役立ちましたか
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図 10 理科は自分の身の周りのことを理解するのに役

立つものだと思いますか 

 
生物は好きですか？の問いに対して，「とても好き」が

36％，「好き」が 42％，「あまり好きではない」が 20％，

「嫌い」が２％であった（図７）。 
中学校で理科を学ぶことが楽しみですか？の問に対し

て「とても楽しみ」と答えた生徒が 31％，「楽しみ」と

答えた生徒が 63％，「あまり楽しみでない」，「全く楽し

みでない」と答えた生徒がそれぞれ３％であった（図８）。

「とても楽しみ」，「楽しみ」と答えた生徒は合わせて

94％となり，中学校での理科の学習への期待が高いこと

がわかった。 
これまでに理科を勉強したことはあなたの生活に役立

ちましたか？の問に，「とても役立った」と答えた生徒が

17％，「役立った」と答えた生徒が 55％，「あまり役立っ

てない」と答えた生徒が 24％，「全く役立ってない」と

答えた生徒が４％であった（図９）。 
理科は自分の身の周りのことを理解するのに役立つも

のだと思いますか？の問に対して，「とても役立つ」と答

えた生徒が 30％，「役立つ」と答えた生徒が 63％，「あ

まり役立たない」と答えた生徒が６％，「全く役立たない」

と答えた生徒が１％であった（図 10）。実生活において

も７割の生徒が役立っていることを実感しており，実体

験はなくても役立つものであると感じている生徒の２割

を含め，９割以上の生徒が役立つものだと認識している

ことがわかった。 
 次に理科の好き嫌いによって各問への回答に差がでる

かどうかを比較した（図 11～14）。 

 

図 11 生き物は好きですか 

 
図 12 中学校で理科を学ぶことは楽しみですか 

図 １１　生き物は好きですか

図 １２　中学校で理科を学ぶことは楽しみですか
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答えた（図 12）。しかし「理科があまり好きでない」と
答えた生徒の多くが中学校で理科を学ぶことが「楽し
み」（図 12），理科は自分の身の周りのことを理解する
のに「役立つ」（図 13）と答えていることから，小学校
で理科があまり好きでなかった生徒も，中学校に進学し
て理科を学ぶ意欲が高まっていると考えられる。また，
理科が「とても好き」，「好き」と答えた生徒の多くがこ
れまで理科で勉強したことが生活に役立っていると感
じているが，「理科が好き」と答えた生徒の中でも生活
に「あまり役立たない」と感じている生徒が 11 名おり（図
14），授業内容が実生活で役立っていると体感できるよ
う，授業づくりの際に工夫することが必要であると考え
られる。

（２）授業実践
・授業実践の成果と今後の課題

植物や動物の体のつくりや特徴を学習する前になか
ま分け（分類）を学習することにより，生徒は常に観点
や基準という考え方を持ち，植物や動物について学習す
ることができた。観点や基準という考え方は概念的で生
徒には少しむずかしいようであったが，その後の学習の
度に意識させることによって理解は深められたと思わ
れる。

生徒の多くは，というよりも私たちでもそうであると
思うが，分類というと既に知っている，あるいは決まり

きったグループに分けようとする。例えば，イルカと
カラスを分けるときにイルカは哺乳類，カラスは鳥類，
と既に分類されたグループに分けようとする。このよ
うに考えるのは自然な思考であり，わざわざ，イルカ
とカラスの生活場所（観点）を考えて水中生活か陸上
生活か（基準）のように考えることは少ない。そして，
観点・基準が哺乳類か鳥類かという分類の結果に基づく
分類基準によってしまいがちである。生徒たちが生物を
分類する時，観点は何か，基準をどうするかと考えてい
くことは難しいものであると感じた。学習を行いなが
ら，分類された結果によって仲間分けするのではなく，
分類の観点を見つけること，そして基準を考えることが
大切であると生徒たちに話し，学習を進めた。生徒たち
は少しずつ理解し，観点，基準を考えながら学習を進め
ていけたと思う。しかし，この考え方を理解するには，
この後の生物の形態や特徴を学びながら，繰り返し理解
を深めていくことが必要ではないかと考える。

・動物カードを使わなかったときの場合との比較
昨年度第１学年を担当したときは，分類学習を植物，

動物のそれぞれの単元の最後に行った。今年度もそれぞ
れの学習後には生物の特徴により分類する学習を行っ
たので，生物の分類について３度学習したことになる。
生物の特徴を学習する前に分類の考え方を学習させた
ことで，それぞれの生物の特徴を学習する時に「観点」，

「基準」を意識させながら学習を進めることができたこ
とが良い点であった。また，カードを使って学習させる
ことにより，生徒は楽しく学習に取り組むことができ，
生徒の興味や関心を高めることができたのではないか
と思う。

（３）事後アンケート
授業実践後，再度アンケートを実施し，学習に対する

意識調査を行った。アンケートは Microsoft forms を使
用した（資料２）。第１学年３クラス 87 名から回答を得
た。

なかま分けはできましたか？の問に「はい」と答えた
生徒が 99％，「いいえ」と答えた生徒が１％であった（図
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理科が「とても好き」，「好き」と答えた生徒の多くが，

生きものも「とても好き」，「好き」（図 11），また中学校

で理科を学ぶことが「とても楽しみ」，「楽しみ」と答え

た（図 12）。しかし「理科があまり好きでない」と答え

た生徒の多くが中学校で理科を学ぶことが「楽しみ」，理

科は自分の身の周りのことを理解するのに「役立つ」と

答えていることから（図 13），小学校で理科があまり好

きでなかった生徒も，中学校に進学して理科を学ぶ意欲

が高まっていると考えられる。また，理科が「とても好

き」，「好き」と答えた生徒の多くがこれまで理科で勉強

したことが生活に役立っていると感じているが，「理科が

好き」と答えた生徒の中でも生活に「あまり役立たない」

と感じている生徒が 11 名おり，授業内容が実生活で役

立っていると体感できるよう，授業づくりの際に工夫す

ることが必要であると考えられる（図 14）。 
 

 
図 13 理科は身の周りのことを理解するのに役立つも

のだと思いますか 
 

 
図 14 これまで勉強したことは，あなたの生活に役立

ちましたか 
 
（２）授業実践 
・授業実践の成果と今後の課題 

植物や動物の体のつくりや特徴を学習する前になかま

分け（分類）を学習することにより，生徒は常に観点や

基準という考え方を持ち，植物や動物について学習する

ことができた。観点や基準という考え方は概念的で生徒

には少しむずかしいようであったが，その後の学習の度

に意識させることによって理解は深められたと思われる。 
生徒の多くは，というよりも私たちでもそうであると思

うが，分類というと既に知っている，あるいは決まりき

ったグループに分けようとする。例えば，イルカとカラ

スを分けるときにイルカは哺乳類，カラスは鳥類，と既

に分類されたグループに分けようとする。このように考

えるのは自然な思考であり，わざわざ，イルカとカラス

の生活場所（観点）を考えて水中生活か陸上生活か（基

準）のように考えることは少ない。そして，観点・基準

が哺乳類か鳥類かという分類の結果に基づく分類基準に

よってしまいがちである。生徒たちが生物を分類する時，

観点は何か，基準をどうするかと考えていくことは難し

いものであると感じた。学習を行いながら，分類された

結果によって仲間分けするのではなく，分類の観点を見

つけること，そして基準を考えることが大切であると生

徒たちに話し，学習を進めた。生徒たちは少しずつ理解

し，観点，基準を考えながら学習を進めていけたと思う。

しかし，この考え方を理解するには，この後の生物の形

態や特徴を学びながら，繰り返し理解を深めていくこと

が必要ではないかと考える。 
 
・動物カードを使わなかったときの場合との比較 

昨年度１学年を担当したときは分類学習を植物，動物

のそれぞれの単元の最後に行った。今年度もそれぞれの

学習後には生物の特徴により分類する学習を行ったので，

生物の分類について３度学習したことになる。生物の特

徴を学習する前に分類の考え方を学習させたことで，そ

れぞれの生物の特徴を学習する時に「観点」，「基準」を

意識させながら学習を進めることができたことが良い点

であった。また，カードを使って学習させることにより，

生徒は楽しく学習に取り組むことができ，生徒の興味や

関心を高めることができたのではないかと思う。 
 

 
 

図 15 生徒の行った分類例 
 

（３）事後アンケート 
授業実践後，再度アンケートを実施し，学習に対する

意識調査を行った。アンケートは Microsoft forms を使

図 １３　 理科は身の周りのことを理解するのに役立つも
のだと思いますか
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理科が「とても好き」，「好き」と答えた生徒の多くが，

生きものも「とても好き」，「好き」（図 11），また中学校

で理科を学ぶことが「とても楽しみ」，「楽しみ」と答え

た（図 12）。しかし「理科があまり好きでない」と答え

た生徒の多くが中学校で理科を学ぶことが「楽しみ」，理

科は自分の身の周りのことを理解するのに「役立つ」と

答えていることから（図 13），小学校で理科があまり好

きでなかった生徒も，中学校に進学して理科を学ぶ意欲

が高まっていると考えられる。また，理科が「とても好

き」，「好き」と答えた生徒の多くがこれまで理科で勉強

したことが生活に役立っていると感じているが，「理科が

好き」と答えた生徒の中でも生活に「あまり役立たない」

と感じている生徒が 11 名おり，授業内容が実生活で役

立っていると体感できるよう，授業づくりの際に工夫す

ることが必要であると考えられる（図 14）。 
 

 
図 13 理科は身の周りのことを理解するのに役立つも

のだと思いますか 
 

 
図 14 これまで勉強したことは，あなたの生活に役立

ちましたか 
 
（２）授業実践 
・授業実践の成果と今後の課題 

植物や動物の体のつくりや特徴を学習する前になかま

分け（分類）を学習することにより，生徒は常に観点や

基準という考え方を持ち，植物や動物について学習する

ことができた。観点や基準という考え方は概念的で生徒

には少しむずかしいようであったが，その後の学習の度

に意識させることによって理解は深められたと思われる。 
生徒の多くは，というよりも私たちでもそうであると思

うが，分類というと既に知っている，あるいは決まりき

ったグループに分けようとする。例えば，イルカとカラ

スを分けるときにイルカは哺乳類，カラスは鳥類，と既

に分類されたグループに分けようとする。このように考

えるのは自然な思考であり，わざわざ，イルカとカラス

の生活場所（観点）を考えて水中生活か陸上生活か（基

準）のように考えることは少ない。そして，観点・基準

が哺乳類か鳥類かという分類の結果に基づく分類基準に

よってしまいがちである。生徒たちが生物を分類する時，

観点は何か，基準をどうするかと考えていくことは難し

いものであると感じた。学習を行いながら，分類された

結果によって仲間分けするのではなく，分類の観点を見

つけること，そして基準を考えることが大切であると生

徒たちに話し，学習を進めた。生徒たちは少しずつ理解

し，観点，基準を考えながら学習を進めていけたと思う。

しかし，この考え方を理解するには，この後の生物の形

態や特徴を学びながら，繰り返し理解を深めていくこと

が必要ではないかと考える。 
 
・動物カードを使わなかったときの場合との比較 

昨年度１学年を担当したときは分類学習を植物，動物

のそれぞれの単元の最後に行った。今年度もそれぞれの

学習後には生物の特徴により分類する学習を行ったので，

生物の分類について３度学習したことになる。生物の特

徴を学習する前に分類の考え方を学習させたことで，そ

れぞれの生物の特徴を学習する時に「観点」，「基準」を

意識させながら学習を進めることができたことが良い点

であった。また，カードを使って学習させることにより，

生徒は楽しく学習に取り組むことができ，生徒の興味や

関心を高めることができたのではないかと思う。 
 

 
 

図 15 生徒の行った分類例 
 

（３）事後アンケート 
授業実践後，再度アンケートを実施し，学習に対する

意識調査を行った。アンケートは Microsoft forms を使

図 １4　 これまで勉強したことは，あなたの生活に役立
ちましたか
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理科が「とても好き」，「好き」と答えた生徒の多くが，

生きものも「とても好き」，「好き」（図 11），また中学校

で理科を学ぶことが「とても楽しみ」，「楽しみ」と答え

た（図 12）。しかし「理科があまり好きでない」と答え

た生徒の多くが中学校で理科を学ぶことが「楽しみ」，理

科は自分の身の周りのことを理解するのに「役立つ」と

答えていることから（図 13），小学校で理科があまり好

きでなかった生徒も，中学校に進学して理科を学ぶ意欲

が高まっていると考えられる。また，理科が「とても好

き」，「好き」と答えた生徒の多くがこれまで理科で勉強

したことが生活に役立っていると感じているが，「理科が

好き」と答えた生徒の中でも生活に「あまり役立たない」

と感じている生徒が 11 名おり，授業内容が実生活で役

立っていると体感できるよう，授業づくりの際に工夫す

ることが必要であると考えられる（図 14）。 
 

 
図 13 理科は身の周りのことを理解するのに役立つも

のだと思いますか 
 

 
図 14 これまで勉強したことは，あなたの生活に役立

ちましたか 
 
（２）授業実践 
・授業実践の成果と今後の課題 

植物や動物の体のつくりや特徴を学習する前になかま

分け（分類）を学習することにより，生徒は常に観点や

基準という考え方を持ち，植物や動物について学習する

ことができた。観点や基準という考え方は概念的で生徒

には少しむずかしいようであったが，その後の学習の度

に意識させることによって理解は深められたと思われる。 
生徒の多くは，というよりも私たちでもそうであると思

うが，分類というと既に知っている，あるいは決まりき

ったグループに分けようとする。例えば，イルカとカラ

スを分けるときにイルカは哺乳類，カラスは鳥類，と既

に分類されたグループに分けようとする。このように考

えるのは自然な思考であり，わざわざ，イルカとカラス

の生活場所（観点）を考えて水中生活か陸上生活か（基

準）のように考えることは少ない。そして，観点・基準

が哺乳類か鳥類かという分類の結果に基づく分類基準に

よってしまいがちである。生徒たちが生物を分類する時，

観点は何か，基準をどうするかと考えていくことは難し

いものであると感じた。学習を行いながら，分類された

結果によって仲間分けするのではなく，分類の観点を見

つけること，そして基準を考えることが大切であると生

徒たちに話し，学習を進めた。生徒たちは少しずつ理解

し，観点，基準を考えながら学習を進めていけたと思う。

しかし，この考え方を理解するには，この後の生物の形

態や特徴を学びながら，繰り返し理解を深めていくこと

が必要ではないかと考える。 
 
・動物カードを使わなかったときの場合との比較 

昨年度１学年を担当したときは分類学習を植物，動物

のそれぞれの単元の最後に行った。今年度もそれぞれの

学習後には生物の特徴により分類する学習を行ったので，

生物の分類について３度学習したことになる。生物の特

徴を学習する前に分類の考え方を学習させたことで，そ

れぞれの生物の特徴を学習する時に「観点」，「基準」を

意識させながら学習を進めることができたことが良い点

であった。また，カードを使って学習させることにより，

生徒は楽しく学習に取り組むことができ，生徒の興味や

関心を高めることができたのではないかと思う。 
 

 
 

図 15 生徒の行った分類例 
 

（３）事後アンケート 
授業実践後，再度アンケートを実施し，学習に対する

意識調査を行った。アンケートは Microsoft forms を使

図 １５　生徒の行った分類例
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16）。ほぼ全員がなかま分けができたと感じていること
がわかった。

なかま分けは楽しかったですか？の問に「とても楽し
かった」と答えた生徒が 36％，「楽しかった」と答えた
生徒が 59％，「あまり楽しくなかった」と答えた生徒が
5％，「全く楽しくなかった」と答えた生徒が０％であっ
た（図 17）。

もっと色々な生き物で「なかま分け」してみたいと
思いますか？の問に「とてもしたい」と答えた生徒が
45％，「したい」と答えた生徒が 48％，「あまりしたく
ない」と答えた生徒が７％，「全くしたくない」と答え
た生徒が０％であった（図 18）。

なかま分けについて「とても楽しかった」，「楽しかっ
た」と回答した生徒が 95％，もっと色々な生き物で「な
かま分け」してみたいと答えた生徒が「とてもしたい」，

「したい」合わせて 93％であったことから，動物カード
を用いた分類活動は生徒の意欲関心を引き出せたと思
われる。

話し合いついて，積極的に参加しましたか？の問に
「とても」と答えた生徒が 57％，「まあまあ」と答えた

生徒が 42％，「あまり」と答えた生徒が１％，「全く」
と答えた生徒が０％であった（図 19）。自分の意見を言
えましたか？の問に，「とても」と答えた生徒が 66％，「ま
あまあ」と答えた生徒が 27％，「あまり」と答えた生徒
が７％，「全く」と答えた生徒が０％であった（図 20）。
新しい発見がありましたか？の問に「とても」と答えた
生徒が 49％，「まあまあ」と答えた生徒が 41％，「あまり」
と答えた生徒が９％，「全く」と答えた生徒が１％であっ
た（図 21）。

話し合いについての問では，全ての問で「とても」，「ま

 
図 16 なかま分けはできましたか 

 

図 １6　なかま分けはできましたか

 

図 17 なかま分けは楽しかったですか 
図 １7　なかま分けは楽しかったですか

 
 

 
図 18 もっと色々な生き物で「なかま分け」してみた

いですか 

図 １8　 もっと色々な生き物で「なかま分け」してみた
いですか

 
図 19 話し合いに積極的に参加しましたか 

 

図 １9　話し合いに積極的に参加しましたか 

 
図 20 話し合いで自分の意見を言えましたか 

 

図 ２0　話し合いで自分の意見を言えましたか

 

図 21 話し合いで新しい発見がありましたか 図 ２１　話し合いで新しい発見がありましたか
 

 

 
図 22 中学校で理科を学ぶことが楽しみに 

なりましたか 

図 ２２　中学校で理科を学ぶことが楽しみになりましたか
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あまあ」と答えた生徒が９割を超えたこと，実習中の生
徒の活動の様子から，実践を通して生徒は積極的に学習
に取組めたと考えられる。

中学校で理科を学ぶことが楽しみになりましたか？
の問に「とても楽しみ」と答えた生徒が 49％，「楽しみ」
と答えた生徒が 44％，「あまり楽しみでない」と答えた
生徒が７％，「全く楽しみでない」と答えた生徒が０％
であった（図 22）。実践前（図８）と比較すると「とて
も楽しみ」と答えた生徒が 31％から 49％に，「全く楽し
みでない」と答えた生徒が３％から０％になったことか
ら，この実践を通して，生徒の中学校での理科の学習に
ついての興味関心を高められたと考えられる。

Ⅳ　まとめ
今回の授業実践において，授業の様子やアンケート

結果より，動物カードを分類学習に取り入れたことで，
生徒の学習意欲を高め，話し合いの活性化を促すことが
できたと考えられる。教科書『未来へひろがるサイエン
ス１』の巻末にある探Ｑシートにも，切り取りして使用
する生物カードがあるが，それらは写真のみで他の情報
は記載されていない。今回使用した動物カードは裏面に
動物の情報が記載されており，それらを見ながら話し合
う様子も見られたため（図 23），写真のみのカードでは
なく，ある程度の情報が記載されたカードの方が生徒の
話し合い活動が活発になる可能性がある。また，配布し
たカードを全て分類しようとする生徒が多かったため，
自分の決めた観点・基準に合わせて，使いたいカードだ
けを使用することを，さらに言葉かけする必要がある。
教科書の生物カードには植物も含まれており，今後，植
物もなかま分けの中に入れた方が良いかどうかさらに
検討する必要がある。

Ⅴ　参考文献・本文中で参照した教科書
文部科学省（2008）中学校学習指導要領．東山書房．
文部科学省（2008）中学校学習指導要領解説理科編．大

日本図書．
文部科学省（2018）中学校学習指導要領（平成 29 年告示）．

東山書房．
文部科学省（2018） 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）　

解説理科編．学校図書．
名倉昌巳，松本伸示（2019） 中学校新入生に「生物多様

性」の理解と「進化思考」を促す理科授業開発－「身
近な生物」の観察における「分類・系統樹」思考を
導入した学習指導を事例として－　理科教育学研究． 
60（2）：397-407．

大矢禎一　他 147 名（2021） 未来へひろがるサイエンス
１．啓林館．令和２年検定 .

塚田捷　他 61 名（2016） 未来へひろがるサイエンス１．
啓林館．平成 27 年検定．
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図 23 動物カードの裏面を参考にする生徒たち 
  矢印はカードを手に持ち裏面を確認している様子 
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塚田捷 他 61 名（2016） 未来へひろがるサイエンス１．

啓林館．平成 27 年検定． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２３　動物カードの裏面を参考にする生徒たち
矢印はカードを手に持ち裏面を確認している様子
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